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硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
に
対
す
る
適
正
な
診
療
上
の
評
価
等
を
求
め
る
意
見
書 

 

交
通
事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
、
落
下
事
故
、
暴
力
な
ど
に
よ
る
頭
部
や
全
身
へ
の
衝
撃
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
脳
脊
髄
液
漏
出
症
に
対
す
る
治
療
法
で
あ
る
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法（
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
高
額
な
自
費
診
療
で
の
治
療
を
必
要
と
し
て
い
た
患
者
が
、
保
険
診
療
の
も
と
で

硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
保
険
適
用
（
Ｊ
０
０
７
‐
２
）
の

要
件
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
起
立
性
頭
痛
を
有
す
る
患
者
に
係
る
も
の
」
と
い
う
条
件
を
満
た
さ
な
い
患
者

も
中
に
は
い
る
た
め
、
医
療
の
現
場
で
は
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。 

ま
た
、
脳
脊
髄
液
の
漏
出
部
位
は
一
箇
所
と
は
限
ら
ず
、
頚
椎
や
胸
椎
な
ど
の
部
位
で
も
頻
繁
に
起
こ
る

事
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
部
位
に
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
を
安
全
・
確
実
に
行
う
た
め
に
は
、

Ｘ
線
透
視
下
で
漏
出
部
位
を
確
認
し
な
が
ら
の
治
療
が
必
要
で
あ
る
が
、
診
療
上
の
評
価
に
、
Ｘ
線
透
視
下

で
治
療
を
行
う
こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。 

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
脳
脊
髄
液
漏
出
症
患
者
へ
の
、
公
平
で
安
全
な
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法

の
適
用
に
向
け
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
求
め
る
。 

一 

脳
脊
髄
液
漏
出
症
の
症
状
に
お
い
て
、
約
十
％
は
起
立
性
頭
痛
を
認
め
な
い
と
公
的
な
研
究
で
も
報
告

が
あ
る
こ
と
を
受
け
、
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
の
診
療
報
酬
算
定
要
件
の
注
釈
と
し
て
「
本
疾
患
で
は

起
立
性
頭
痛
を
認
め
な
い
場
合
が
あ
る
」
と
加
え
る
こ
と
。 

二 

硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
の
診
療
報
酬
に
お
い
て
、
Ｘ
線
透
視
下
で
脳
脊
髄
液
の
漏
出
部
位
を
確
認
し

な
が
ら
治
療
を
行
う
こ
と
を
要
件
と
す
る
よ
う
、
診
療
上
の
評
価
を
改
定
す
る
こ
と
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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